




はじめに 

母子関係の重要性については,Bender,L・Bowlby,J.らのホスピタリズムの研究によって広

く知られている。 

乳児が,母親との接触を維持しようとする欲求,また,母親との接触を妨げられたときに,そ

れをとりもどそうとする行動を,Bowlby,J.は愛着行動(attachment)としている。 

愛着行動は,生得的なものであり,二次的に獲得されたものではない,基本的な欲求である。 

最近は,母親の育児に対する関心の低くさからくる,家庭児のホスピタリズム傾向や,虐待

児問題など,母子関係のゆがみが社会問題となってきている。 

母子関係についての実験,特に,子どもを母親から隔離した場面で生ずる行動は,児童臨床

心理学の重要なテーマではあるが,現実には,実験不可能である。 

母子関係から生ずる障害についての研究は,母親の死亡,病気などで,たまたま,母親から離

れて保育された乳児の行動より推定する以外には,方法のない現状である。当然,母親から

離れる時期,期間など,条件が一定しないのが普通である。 

動物実験では,Harbow,MF、によるアカゲザルの子の母に対する愛情の実験的な研究がある。

Harbow,MF.のアカゲザルの実験は,乳児にとっては,母親の存在がいかに重要であるかを示

唆するものであるといえる。 

動物の行動を疑人化し,拡大解釈することについては論義も多い。しかし,動物実験では,

人間では不可能な,母子の隔離も可能である。 

哺乳動物の行動は,人の子どもの示す行動と共通性を示すものがあり,動物としての,人間

の行動を原点にもどり,検討したいと考える。 


